
様式 2

《単位互換提供科目詳細（シラバス）》

＊科目 No． 1105

科目概要記入欄

1．開設大学

広島経済大学

メディアビジネス学部
開催
方法

■対面（ 本学 ）

□オンライン（同時・録画・資料提示）

□その他（      ）

2．正式科目名

副題

メディアビジネス特論

≪中国新聞寄付講座 新聞学

～ニュース発信の現場から≫

配当年次 2

受入学年 2 年以上

学問分野 番号 27
名

称
その他

3．担当教員名 小笠 喜徳、外部講師：中国新聞社 伊藤 一亘、森岡 恭子

4．単 位 数 2 単位 5．開講学期 後期

6.開講期間

  曜日・時間

2026 年 9 月 29 日（火）～2027 年 1 月 19 日（火）

火曜日 14：45 ～ 16：15

7.基礎知識の有無
・「基礎知識を必要とする科目」 （               ）

・「基礎知識を必要としない科目」

8.募集人数   10 人 9.選考方法 書類選考

10．科目内容・

  授業計画

【内容】新聞は、日々のニュースを読者に届けるとともに、最新の出来事を記録し

た歴史書の役割を果たします。当日の朝刊を用いて新聞の文章術や編集技法など活

用法を学ぶほか、掲載された記事を基に社会の課題と向き合います。大学が重視す

る 21 世紀に貢献する広い教養の養成に資するとともに、いずれ社会人となるため

の基礎力を養い、主権者としての自覚を促します。

【授業計画】

第 1 回 ガイダンス

第 2 回 新聞編集の工夫

第 3 回 見出しの世界

第 4 回 記者の文章術

第 5 回 インタビューに挑戦

第 6 回 記者が語る① 広島の経済を取材する

第 7 回 記者が語る② 新聞社のデジタル展開

第 8 回 2026 年の 10 大ニュースを選ぼう

第 9 回 現代社会の課題と向き合う 広島県の転出超過を考える（仮）①

第 10 回 現代社会の課題と向き合う 広島県の転出超過を考える（仮）②

第 11 回 現代社会の課題と向き合う 広島県の転出超過を考える（仮）③

第 12 回 まわし読み新聞で雑談力を養う

第 13 回 ｢ミニ自分新聞｣をつくる① 制作

第 14 回 ｢ミニ自分新聞｣をつくる② 発表と相互批評

第 15 回 まとめレポート

11．試験・評価方法
定期試験は実施しない

2 回のレポート提出とミニ自分新聞、授業への参加態度などを総合的に評価

12．別途負担費用 教材費 700 円（朝刊１部 50 円＝教育教材用価格＝×講義 14 回）

13．その他特記事項

玉石混交の情報があふれる現代では、誤情報や偽情報に惑わされず、確かな情報活

用ができるメディアリテラシー能力が問われます。日々バランスよく情報を摂取し、

ニュースを「自分ごと」として捉え、社会に貢献する情報巧者を目指します

14．社会人受講
科目等履修生（単位付与）として受け入れ 可 否

聴講生（単位認定不要）として受け入れ   可 ○否


